
異
常
な
物
価
高
騰
か
ら
す
で
に

４
年
が
経
過
し
、
町
民
の
暮
ら

し
や
、
町
内
産
業
な
ど
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
町
民
に
「
暮
ら
し
の

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
結
果
、「
不

安
が
多
く
、
ゆ
と
り
も
な
い
」
が
６
割

に
達
し
、
ど
の
世
代
か
ら
も
消
費
税
の

減
税
を
求
め
る
声
が
多
数
に
上
っ
て
い

る
。
マ
ス
コ
ミ
の
調
査
で
も
７
割
が
消

費
税
の
減
税
を
求
め
て
い
る
。
物
価
の

高
騰
は
長
期
化
し
、
景
気
の
回
復
も
厳

し
い
現
状
か
ら
恒
常
的
な
対
策
が
必
要

で
あ
り
、
次
の
点
を
問
う
。

⑴
消
費
税
の
町
財
政
へ
の
影
響
と
、
低

所
得
者
ほ
ど
負
担
の
大
き
い
消
費
税
の

見
直
し
を
、
地
方
関
係
団
体
か
ら
声
を

上
げ
る
時
で
は
な
い
か
。

⑵
国
は
、
国
保
税
滞
納
世
帯
に
、
事
情

に
応
じ
市
町
村
の
判
断
で
３
割
負
担
の

受
診
が
可
能
と
し
て
い
る
が
幕
別
町
の

対
応
は
。

⑶
大
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
返
済
支
援

の
取
り
組
み
を
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
消
費
税
は
社
会
保
障
の
安
定
財
源
と

し
て
創
設
さ
れ
、
令
和
元
年
の
税
率
10

％
へ
の
引
上
げ
は
全
世
代
型
社
会
保
障

制
度
へ
の
転
換
を
目
的
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
税
負
担
の
累
進
性
や
逆
進
性
は

税
体
系
全
体
で
判
断
す
べ
き
で
あ
り
、

現
時
点
で
見
直
し
の
声
を
あ
げ
て
い
く

考
え
は
な
い
。
地
方
財
政
の
安
定
に
向

け
、
一
般
財
源
総
額
確
保
を
国
に
引
き

続
き
要
望
す
る
。

⑵
令
和
６
年
12
月
か
ら
、
長
期
の
国
保

税
滞
納
者
に
対
し
「
被
保
険
者
資
格
証

明
書
交
付
」
か
ら
「
特
別
療
養
費
の
支

給
」
へ
名
称
を
変
え
て
運
用
。
政
府
は
、

医
療
費
10
割
の
一
時
支
払
い
が
困
難
な

場
合
、
市
町
村
が
特
別
の
事
情
と
認
め

れ
ば
通
常
の
療
養
給
付
を
行
う
と
の
見

解
を
示
し
て
い
る
が
、
制
度
運
用
の
具

体
的
な
手
順
は
未
通
知
の
た
め
、
現
状

で
は
従
来
通
り
丁
寧
に
事
情
を
把
握
し

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

⑶
大
学
進
学
率
が
高
い
一
方
で
就
学
費

用
が
増
加
し
て
お
り
、
奨
学
金
を
利
用

す
る
学
生
が
多
い
。
国
は
令
和
２
年
に

「
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
」
を

導
入
し
、
授
業
料
減
免
等
で
学
生
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
が
、
貸
与
型
奨

学
金
を
利
用
し
た
場
合
、
卒
業
後
の
返

済
が
長
期
に
わ
た
り
経
済
負
担
に
な
る

こ
と
が
あ
る
。
道
内
で
は
複
数
の
市
で

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
が
導
入
さ
れ
て

い
る
。
幕
別
町
の
調
査
で
は
、
返
還
支

援
制
度
を
導
入
し
て
い
る
事
業
所
は
６

社
、
検
討
中
が
６
社
で
あ
る
。
自
治
体

が
企
業
と
連
携
し
て
奨
学
金
返
還
を
支

援
す
る
こ
と
で
地
元
就
労
促
進
に
つ
な

が
る
た
め
、
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
制
度
導
入
を
検
討
す
る
。

旧
忠
類
村
と
の
合
併
か
ら
来
年

で
20
年
。
当
初
計
画
で
は
２
０

２
０
年
に
人
口
３
万
５
７
１
人
と
さ
れ

て
い
た
が
、
現
状
２
万
５
千
人
と
乖
離

し
て
い
る
。

　

「
人
が
減
り
衰
退
し
て
い
く
」
の
地

域
の
声
が
あ
り
、
以
下
伺
う
。

⑴
合
併
の
目
標
達
成
の
検
証
を
。

⑵
忠
類
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
総
合
支
所

の
将
来
計
画
は
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
令
和
８
年
２
月
に
幕
別
町
と
忠
類
村

の
合
併
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
る
。

住
民
が
互
恵
互
譲
の
精
神
で
一
体
と
な

り
、
新
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、

均
衡
あ
る
発
展
と
一
体
感
の
醸
成
は
幕

別
町
の
普
遍
的
な
目
標
で
あ
る
。
現
在

の
「
第
６
期
幕
別
町
総
合
計
画
」
を
着

実
に
推
進
し
、
令
和
９
年
度
策
定
予
定

の
「
第
７
期
幕
別
町
総
合
計
画
」
で
も

目
標
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

⑵
忠
類
体
育
館
と
忠
類
町
民
プ
ー
ル
は

築
50
年
以
上
経
過
し
て
い
る
が
、
修
繕

等
を
行
い
安
全
に
運
営
し
て
い
る
。
将

来
的
に
は
人
口
減
少
等
を
踏
ま
え
、
地

域
住
民
と
合
意
を
得
な
が
ら
公
共
施
設

の
適
正
配
置
を
検
討
す
る
。
忠
類
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
も
築
50
年
を
迎

え
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
維
持
管
理
に

努
め
て
い
る
。
忠
類
地
域
住
民
会
議
で

は
公
共
施
設
の
在
り
方
等
を
議
論
し
て

お
り
、
提
言
書
の
提
出
を
予
定
。
こ
の

提
言
を
考
慮
し
、
忠
類
地
域
全
体
の
公

共
施
設
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。　

■ 一 般 質 問 ■ 

⓬2025.11 月号

答問
消
費
税
見
直
し
は
求
め
ず
、
奨
学
資
金
返
済
は
検
討

物
価
高
騰
か
ら
町
民
を
守
る
政
策
を

問

中橋　友子 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

答問

地
域
住
民
の
声
を
聴
い
て
い
く

合
併
20
年
の
検
証
と
今
後
の
忠

類
地
域
の
政
策
に
つ
い
て

問

第 10 期忠類地域住民会議
の様子（令和６年２月）


